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３ 道徳の時間（道徳科）と他の教育活動との関連 
＜場の内容・ねらい＞           ＜生徒の意識＞      ＜指導・援助＞ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

【日常の活動】 
 
 
○帰りの会 
「学級の諸問題の
解決」 
・学級に生じた諸
問題に対して、広
い視野から多面
的・多角的に問題
点を見つめ、解決
案を具体的に提
案することがで
きる。 
 
 
○帰りの会 
「期末テストの計
画」 

・より高い目標を
設定し、その実
現に向けて、段
階的に取り組む
ことができる具
体的な学習内容
と取組方法を書
きまとめること
ができる。 

道徳科（６月） 
「一歩ずつ 松井秀喜」 
内容項目Ａ（４） 
「克己と強い意志」 
・身近な目標を定め、
困難や失敗を乗り
越える努力の大切
さに気付き、より高
い目標に向かって
段階的な目標を設
定し、困難や失敗を
乗り越えて着実に
やり遂げようとす
る心情を育てる。 

・僕はすぐに解決を急い
で決め付けしまうか
ら、広い視野で見つめ、
新しい発見ができる生
き方をしていきたい。

・真理の探究によって新
しい発見や、新しい見
方や考え方ができるよ
うになることが、人生
をよりよくすることが
分かった。 

道徳科（６月末～７月初） 
「真理を求めて」（津田左右吉）  
内容項目Ａ（５）「真理の探究、創造」 
・広い視野に立って様々な視点や角度
から物事を見つめ続ける姿勢が、新
たな発見や見方、考え方を身に付け
ることにつながることに気付き、よ
りよい生き方や社会を求めて真理を
探究しようとする態度を育む。 

学級活動（７月） 
「夏休みの自由研究 計画立案」 

・夏休みをかけて粘り強く取り組み、新
しい発見や、新たな見方や考え方の獲
得ができるように、多面的・多角的に
物事を見つめ段階的に取り組める具
体的な計画を立案することができる。 

・テストでよい点数は取
りたいけれど、期末テ
ストの勉強は面倒だ。

・松井秀喜のように、自
分にできる小さな目
標を立てよう。１週間
ごとの目標と取り組
む具体的な学習内容
を明らかにした計画
を立てよう。 

・表やグラフをどのよう
に分析・解釈したらよ
いか分からない。 

・表やグラフなどを様々
な角度から見つめる
と、新しい発見ができ
て楽しかった。 

・原子・分子のモデルを
用いて考えると、自分
が発見した法則を誰
もが納得できるよう
に説明することがで
きた。 

・１週間単位で小さな
目標、具体的な学習
内容を計画できるプ
リントを配布する。

・理想に向けて努力し
た足跡が認識できる
ようにすることで、
困難に直面した際に
挫折して諦めること
がないようにする。

理科（６月） 
「化学変化と原子・分子」 
・化学変化に関係する

物質の質量を測定
する実験を行い、表
やグラフ、原子・分
子モデルの活用な
ど、多面的・多角的
に事実を分析・解釈
し、反応する物質の
質量の間には一定
の関係があること
を見いだす。 ・学級で生じた諸問題

に対して、広い視野
から解決案を提案し
た生徒の姿勢を価値
付けるとともに、そ
の生徒の思いを引き
出す。 

・問題解決的な学習を
行い、自己の生き方
に関する課題に積極
的に向き合えるよう
にする。 
・「主人公の生き方を
どう思うか」と発問
することで、真理を
探究する津田左右吉
の生き方に対する自
分の感じ方や考え方
と向き合うことがで
きるようにする。 

・内容項目「克己と強
い意志」「真理の探究
創造」の２つの視点
で、夏休みの自由研
究の計画づくりを見
届ける。 

・多少の困難があっても
挫折することなく、新
しい発見ができるよ
うに、広い視野から研
究を進めていきたい。

・算数・数学で学習し
た表やグラフの見方
を示す。X 軸の変化
に伴う Y 軸の変化
や、グラフの傾きに
着目するなど、事実
を多面的・多角的に
分析することができ
るようにする。 

・モデルを活用して普
遍的な法則が成り立
つことを説明した生
徒を価値付ける。 

・自分は一つの情報から
短絡的に判断をしてい
た。○○さんの意見の
ように、広い視点から
物事を見つめることが
大切だ。 


